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【特集】防災メール配信サービス開始 !

《表紙》
　大相撲若狭小浜場所で行わ
れたちびっこ稽

けいこ
古相撲。市内

外の小学生約20人が大関琴
欧州ら幕内力士３人に挑戦し
ました。正面から突進しなが
らも、大きな体で軽々と受け
止められ、観客からは笑いと
拍手が巻き起こりました。

（４月４日）
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携帯電話版　登録手順

小浜市防災メール本登録のお願い

小浜市防災メールの仮登録を受
け付けました。
お手数ですが、このメールを受
信された時間から 30 分以内に、
下記の URL をクリックし、本登
録を行ってください。
本登録完了後、サービス利用開
始となります。
よろしくお願い致します。

  http://bousaiobama.mail-dpt.jp/
  sitepolicy.php?id= ＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊ &add_real_flg=on

小浜市防災メール

小浜市防災メールとは
メール配信申込み
メール配信確認・変更
メール配信解除
配信情報
サイトポリシー
お知らせ

小浜市

小浜市防災メール

メール配信申込み
空メールの送信による登録
手続きが可能です。
下記のメールアドレス宛へ
空メールをお送り下さい。
自動返信されますメール内
容をお読みになり登録作業
を行ってください。

 bousaiobama@entry.mail-  dpt.jp　

小浜市

①「メール配信申込み」メニュー
を選択します。

② 申 込 み 用 メ ー ル ア ド レ ス
（bousaiobama@entry.mail-dpt.
jp）へ空メールを送信します。

③仮登録受付メールが自動的に
返 信 さ れ ま す。 メ ー ル 本 文 内
URL へ Web 接続します。

小浜市防災メール

本登録を行うには、サイト
ポリシーに同意をしていた
だく必要があります。

 サイトポリシーを確認する

｜同意する｜

                
小浜市

④「サイトポリシーを確認する」
リンクを選択します。

小浜市防災メール

サイトポリシー
【小浜市防災メール利用規約】
必ずお読みください。
・小浜市防災メール（以下「本サ
ービス」という。）は、防災情報
等をメールでお届けする配信サー
ビスですが、発生した事象のす
　　　　　　

・本利用契約は、利用者への予
告なく追加・変更・削除する場
合があります。

｜戻る｜

　　　　　　小浜市

⑤サイトポリシーを確認し、「戻
る」リンクを選択します

⑥「同意する」リンクを選択し
ます

小浜市防災メール

本登録を行うには、サイト
ポリシーに同意をしていた
だく必要があります。

サイトポリシーを確認する

｜同意する｜

                小浜市

⑦「防災情報」配信を希望する
場 合 は「 配 信 を 希 望 す る 」 に
チェックを付け「次へ」ボタン
を選択します

小浜市防災メール

配信を希望する項目にチェ
ックを入れてください。

防災情報
□配信を希望する

   次へ

                
小浜市

⑧「防犯情報」配信を希望する
場 合 は「 配 信 を 希 望 す る 」 に
チェックを付け「確認」ボタン
を選択します

小浜市防災メール

配信を希望する項目にチェ
ックを入れてください。

防犯情報
□配信を希望する

　確認

　戻る

                
　　　　  小浜市

⑨内容を確認し「登録」ボタン
を選択します

小浜市防災メール

以下の条件にて登録します。
間違いがなければ「登録」ボ
タンを押してください。

 防災情報
 ・配信を希望する
 防犯情報
 ・配信を希望する

　登録

　
　戻る
                

小浜市

⑩登録完了画面が表示されます。

小浜市防災メール

登録しました。

               

小浜市

⑪登録完了通知メールが自動的
に返信されます。

小浜市防災メール本登録完
了のお知らせ

小浜市防災メールに貴方の
メールアドレスを登録しま
した。

《小浜市防災メール》
http://bousaiobama.mail-dp
t.jp/

災害の恐れ
災害発生

利用者

送信者

小浜市

住民

住民

災害・避難
などの情報

住民

両
方
の
活
用
を

　

市
で
は
、
昨
年
８
月
か
ら
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急
速
報
「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市

内
域
の
市
民
や
来
訪
者
の
携
帯

電
話
に
対
し
、
緊
急
性
の
高
い

災
害
・
避
難
情
報
を
一
斉
配
信

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
３
月
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
に
加
え
て
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ

ル
の
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
も
導
入

し
ま
し
た
（
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

や
対
応
機
種
、
受
信
設
定
な
ど

詳
し
く
は
各
携
帯
電
話
会
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
情
報
を

正
確
に
入
手
し
、
い
か
に
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
か
と
い

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
市
で
は
、
小
浜
市
防

災
メ
ー
ル
と
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な

ど
の
両
方
の
活
用
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

生
活
安
全
課
☎
内
線
４
７
３

情報収集

※②で空メール送信後③の仮登
　録受付メールを受信できない場
　合は、ご利用携帯の迷惑メー
　ル防止設定内容をご確認くだ
　さい。（以下送信元（From）
　メールアドレスから配信され
　るメールを受信できるよう設
　定内容をご確認ください）
　

【送信元アドレス】
info@bousaiobama.mail-dpt.jp
　

http://bousaiobama.
mail-dpt.jp/

※以上で登録完了です

…

イメージ図

※ＱＲコードを認識できるカ
　メラ付き携帯電話で下記の
　図形を読み取ってください

　防災情報をメールでお知らせします

防災メール配信サービス開始！

登
録
方
法

　

次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
直
接

ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ

ス
し
、「
仮
登
録
」
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

仮
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
あ
て
に
本
登
録
の
手
順
を

案
内
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
は
本
登
録
完
了
後
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
本
登
録
は
、
サ
イ
ト

ポ
リ
シ
ー
（
小
浜
市
防
災
メ
ー

ル
利
用
規
約
）
へ
の
同
意
が
必

要
で
す
。

※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
な
ど
通
信

に
係
る
経
費
は
、
利
用
者
（
登

録
者
）
の
負
担
と
な
り
ま
す

※
振
込
詐
欺
な
ど
の
防
犯
情
報

も
配
信
し
ま
す

　
市
で
は
現
在
、
災
害
時

に
音
声
告
知
放
送
な
ど
を

活
用
し
、
災
害
・
避
難
に

関
す
る
お
知
ら
せ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、大
規
模
災
害
時
に
は
、

通
信
回
線
が
遮
断
さ
れ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
、
情
報

伝
達
手
段
の
多
重
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
解
決
の
一
つ

と
し
て
、
３
月
30
日
か
ら

「
防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
ア

ド
レ
ス
を
登
録
し
た
人

に
、
防
災
情
報
を
メ
ー
ル

で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
、
登
録
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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Ｈ 23.7.10　

ハイウェイウォークおばま
　初夏の青空の下、開通前の舞鶴若狭
自動車道小浜 IC から南川橋までの往復
約７㌔の区間を、参加者は、心地よい
汗をかきながら楽しく歩きました。家
族や友人、子どもからお年寄りまで約
1,500 人の参加があり、二度とない体験
を楽しみました。

　

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
を
結
ん
だ　
　
　
　
　
　
　
　

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

市
で
は
、市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
た
昨
年
、「
結（
ゆ
い
）〜
人・

ま
ち
・
自
然
・
文
化　
す
べ
て
を
結
ん
で
未
来
へ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
す
べ
て
の
記
念
事
業
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

これら以外にも次のような事業を実施しました

記念事業を振り返って…
●赤い車 60台パレード（H23.7.16）
●米村でんじろうサイエンスショー（H23.8.24）
●大河ドラマ「江」関連イベント（H23.4~10）
●食文化館の戦国時代《戦国時代の料理レプリカ展示ほか》
（H23.10.10）
● NHK公開番組「歌の散歩道｣（H23.10.21）
●恋活イベント　ROSSO・ROSSO（ロッソ・ロッソ）
（H23.10.29）
●小浜であそぼ　街なか・おりえん
てぇりんぐ（H23.10.30）
●市民提案型助成事業（とびだせ絵本
“子ども文化向上事業”、常高院に献花、
山川登美子記念短歌大会、北前船小浜
寄港、市制 50 周年記念曲「この風を
感じて」に歌詞を !）

　平成 23年度は、第５次総合計画
に掲げる ｢協働のまちづくり｣ のス
タートの年であり、東日本大震災
以降、人と人とのつながりや絆

きずな

が見
直される中、テーマを ｢結（ゆい）｣
として記念事業に取り組みました。
　各種イベントなどを通して、市民
をはじめ、さまざまな団体や事業者
との結びつきを再確認することがで
き、本市が進めている ｢オール小浜
体制｣ を作り上げていくための契機
になったのではないでしょうか。

エコ & クリーンエネルギーフェスタ（濱参道） 食のまつり（白鬚特設会場） 秋の大茶会（栖水館・濱参道沿い）

子ども１日店長（はまかぜ通り商店街）

オープニングイベントメインイベント

Ｈ 23.6~10　

赤い花いっぱい運動
　60 周年記念事業のイメージカラーの

「赤」でまちをいっぱいにしようと、市民
や花運動推進グループ、各地区の関係
団体など総勢約 250 人が協力し、沿道
や各家庭・公共施設の玄関などに、赤
い花のプランターを設置。市内全域を
赤い花で彩りました。

Ｈ 23.8.16　

夏期巡回ラジオ体操・
　　　　　みんなの体操会

　子どもからお年寄りまで、幅広い世
代の人たち約千人が参加し、朝のラジ
オ体操を行いました。早朝のすがすが
しい空気の中、気持ちよく体を動かし
ました。

Ｈ 23.8.23　

We Love OBAMA 発表会
　市内中学校２校の１年生４チームが

参加し、市役所の本会議場で、市長や

議長などを前に、『将来の小浜』をテー

マにまとめた中学生ならではのアイデ

アを発表しました。

心を結ぶ　未来へのつどい
　記念式典には、多くの関係者にご出
席いただき、本市の新たな第一歩を
祝いました。このほか、「食のまつり」
や「エコ&クリーンエネルギーフェ
スタ」など、さまざまなイベントを開
催し、多くの人でにぎわいました。

Ｈ 23.11.5　

スポーツフェスタ「ソフトバレーボール大会」
　誰もが気軽にスポーツを楽しむことができるス
ポーツの祭典として、本市が発祥であるソフトバレー
ボール大会を開催しました。子どもからお年寄りま
でで構成された、18 チーム 180 人が参加し、会場は、
市民をはじめ、嶺南市町からの多くの参加者で熱気
にあふれました。

記念式典（文化会館）

（舞鶴若狭自動車道小浜 IC 入り口付近）

（若狭東高等学校）

（中央グラウンド）

（市役所・本会議場）

　（市民体育館）
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主
な
内
容

①
職
員
数
の
削
減

前
年
度
と
比
べ
11
人
削
減
し
、
２
９
６
人

に
し
ま
し
た
。

②
組
織
体
制
の
見
直
し

⃝
市
内
の
商
工
業
の
発
展
と
観
光
交
流
人

口
の
増
加
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
観
光
宣
伝
・
物
産
展
な
ど
を

新
た
な
企
業
誘
致
戦
略
や
商
工
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、「
商
工
振
興

課
」
と
「
観
光
交
流
課
」
を
統
合
し
、「
商

工
観
光
課
」
と
し
ま
し
た
。

⃝
小
浜
市
の
特
産
品
の
開
発
や
販
路
の
開

拓
な
ど
に
お
い
て
、
生
産
者
や
商
工
業
者

へ
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
各
協
同
組

合
や
法
人
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
六
次

産
業
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
農
林
水

産
課
内
に
「
六
次
産
業
推
進
グ
ル
ー
プ
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

⃝
少
子
化
が
進
む
中
、
少
子
化
対
策
事
業

と
児
童
保
育
事
業
は
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
な
ど
に
お
い
て
関
連
性
が
大
き
い
こ

と
か
ら
社
会
福
祉
課
内
の
「
少
子
化
対
策

グ
ル
ー
プ
」
と
「
児
童
保
育
グ
ル
ー
プ
」

を
統
合
し
、「
少
子
化
対
策
・
児
童
保
育

グ
ル
ー
プ
」
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
・
発
達
障
が
い
児
な
ど
の

相
談
支
援
や
保
育
園
と
連
携
し
た
支
援
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
社
会
福

祉
課
内
に
保
健
師
を
配
置
し
ま
し
た
。

⃝
小
浜
市
の
中
心
市
街
地
を
含
む
将
来
的

な
ま
ち
づ
く
り
や
、
い
づ
み
町
道
路
拡
幅

事
業
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
整
備

課
内
の
「
計
画
・
整
備
グ
ル
ー
プ
」
を
分

割
し
、「
計
画
グ
ル
ー
プ
」（
主
に
ソ
フ
ト

事
業
担
当
）お
よ
び「
整
備
グ
ル
ー
プ
」（
主

に
ハ
ー
ド
事
業
担
当
）
と
し
て
事
務
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

⃝
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
防
災
無
線

の
整
備
な
ど
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
生
活
安
全
課
に
職
員
１
人
の
増
員
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
市
民
・
団
体
・
事
業
者
・

職
員
な
ど
へ
の
浸
透
を
図
り
、
施
策
を
展

開
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
民
協
働
課
に
職

員
１
人
を
増
員
し
ま
し
た
。

③
女
性
職
員
の
登
用
状
況

⃝
女
性
の
管
理
職
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
へ
の
積
極
的
な
登
用
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
新
た
に
課
長
職
１
人
、
課

長
補
佐
職
３
人
の
合
計
４
人
を
登
用
し
ま

し
た
。

④
国
・
県
な
ど
と
の
人
事
交
流

⃝
国
と
の
人
事
交
流
は
、
受
け
入
れ
を
継

続
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
農
林
水
産
省
か

ら
の
派
遣
を
受
け
入
れ
、
農
林
水
産
課
長

に
配
置
し
ま
し
た
。　

　

福
井
県
と
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
も
福
井
県
へ
１
人
を
派
遣

し
、
継
続
１
人
と
併
せ
２
人
の
派
遣
と
な

り
ま
し
た
。

　

異
動
は
、
部
長
級
３
人
、
部
次
長
級
５

人
、課
長
級
４
人
を
含
む
１
０
４
人
で
す
。

（　

）内
は
旧
任
・
旧
所
属
。Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
。

■
部
長

●
総
務
部
長　

西
尾
清
順
（
産
業
部
長
）

●
民
生
部
長　

坪
内
定
和
（
産
業
部
次
長

兼
商
工
振
興
課
長
事
務
取
扱
）
●
産
業
部

長　
井
上
助
博
（
教
育
委
員
会
事
務
局
部
次

長
兼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
事
務
取
扱
）

　
■
部
次
長

●
総
務
部
▼
部
次
長
兼
総
務
課
長
事
務
取

扱　

仲
野
郁
夫
（
民
生
部
次
長
兼
健
康
長

寿
課
長
事
務
取
扱
）

●
産
業
部
▼
部
次
長
兼
商
工
観
光
課
長
事

務
取
扱　

竹
田
茂
芳
（
産
業
部
次
長
兼
観

光
交
流
課
長
事
務
取
扱
）
▼
部
次
長
兼
農

林
水
産
課
長
事
務
取
扱　

河
野
研
（
農
林

水
産
省
）

●
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事
務
取
扱　

滝
口
克
巳
（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
事

務
取
扱
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
部
次
長
兼
文
化

課
長
事
務
取
扱　

岩
田
拓
美（
文
化
課
長
）

■
課
長

●
企
画
部
▼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
長　

北

野
絹
子
（
文
化
課
・
主
幹
）

●
民
生
部
▼
健
康
長
寿
課
長　

松
井
俊
樹

（
環
境
衛
生
課
・
主
幹
）
▼
市
民
課
長　

小
南
弘
幸
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
長　

大
岸
美
由
紀（
市
民
課
長
）

■
主
幹

●
総
務
部
▼
総
務
課
Ｇ
Ｌ　

岩
滝
満
彦

（
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ
・
課
長
補
佐
）
▼
税

務
課
Ｇ
Ｌ　

大
下
雅
章
（
財
政
課
Ｇ
Ｌ
・

主
幹
）
▼
生
活
安
全
課
Ｇ
Ｌ　

成
田
浩
二

（
福
井
県
警
察
本
部
）

●
企
画
部
▼
市
民
協
働
課
Ｇ
Ｌ　

濱
中
睦

美
（
市
民
協
働
課
Ｇ
Ｌ
・
課
長
補
佐
）
▼

食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ　

松
川
雅
弘

（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ
・
課
長
補
佐
）

●
産
業
部
▼
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ　

西
島
清

康
（
監
査
委
員
事
務
局
・
主
幹
）
▼
上
下

水
道
課
Ｇ
Ｌ　

地
村
敏
幸（
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・

主
幹
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課
Ｇ

Ｌ　

古
田
幸
志
（
福
井
県
教
育
委
員
会
）

■
課
長
補
佐

●
企
画
部
▼
企
画
課
Ｇ
Ｌ　

今
村
昭
広

（
税
務
課
）
▼
市
民
協
働
課
Ｇ
Ｌ　

大
山

孝
幸
（
都
市
整
備
課
）
▼
財
政
課
Ｇ
Ｌ　

橋
本
敏
博
（
嶺
南
広
域
行
政
組
合
派
遣
・

課
長
補
佐
）▼
同
課
Ｇ
Ｌ　

山
口
久
範（
上

下
水
道
課
）

●
民
生
部
▼
松
永
保
育
園
長　

小
林
美
希

（
小
浜
第
一
保
育
園
）
▼
遠
敷
保
育
園
長

車
田
民
江
（
口
名
田
保
育
園
長
）
▼
口
名

田
保
育
園
長　

水
本
和
子
（
松
永
保
育
園

長
）▼
環
境
衛
生
課
Ｇ
Ｌ　

青
木
英
希（
上

下
水
道
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
環
境
衛
生
課
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
次
長　

津
田
実
（
財
政
課
Ｇ

Ｌ
）▼
市
民
課
Ｇ
Ｌ　
西
島
登
美（
会
計
課
）

●
産
業
部
▼
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ　

岩
本
秀

子
（
市
民
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
同
課
Ｇ
Ｌ　

田
中

正
俊
（
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
都
市
整
備

課
Ｇ
Ｌ　

田
井
隆
行
（
環
境
衛
生
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
・
課
長
補
佐
）
▼

同
課
Ｇ
Ｌ　

角
野
覚
（
上
下
水
道
課
）
▼

上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ　

岡
田
美
智
子
（
農
林

水
産
課
Ｇ
Ｌ
）

●
監
査
委
員
事
務
局
▼
監
査
委
員
事
務
局

次
長　

廣
瀬
香
代
子
（
税
務
課
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
文
化
課
Ｇ
Ｌ　

百
田
典
子
（
文
化
課
）

■
企
画
主
査
・
主
査
・
主
事

●
総
務
部
▼
総
務
課　

藤
本
雅
樹
（
健
康

長
寿
課
）
▼
同
課　

池
野
は
る
か
（
財
政

課
）
▼
税
務
課　

西
本
喜
代
美
（
環
境
衛

生
課
）
▼
同
課　

内
田
靖
彦
（
総
務
課
）

▼
同
課　

河
野
泰
和（
監
査
委
員
事
務
局
）

▼
同
課　

坂
上
文
紀
（
社
会
福
祉
課
）
▼

同
課　

秦
裕
二
（
都
市
整
備
課
）
▼
生
活

安
全
課　

奥
城
直
喜
（
企
画
課
）

●
企
画
部
▼
企
画
課　

森
川
澄
子
（
食
の

ま
ち
づ
く
り
課
）
▼
市
民
協
働
課　

藤
井

多
香
子
（
商
工
振
興
課
）
▼
同
課　

松
原

拓
也
（
観
光
交
流
課
）
▼
財
政
課　

小
笠

原
房
子
（
図
書
館
）
▼
食
の
ま
ち
づ
く
り

課　

中
野
愛
佳
（
健
康
長
寿
課
）

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課　

緩
詰
真
由
美

（
健
康
長
寿
課
）
▼
同
課　

建
矢
智
司
（
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
）
▼
母
と
子
の
家
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

大
黒
美
穂
（
小

浜
第
一
保
育
園
）
▼
小
浜
第
一
保
育
園　

山
田
陽
子
（
加
斗
保
育
園
）
▼
同
保
育
園

新
谷
智
子
（
母
と
子
の
家
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
▼
宮
川
保
育
園　

川
越

麻
美
（
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
）
▼
口
名

田
保
育
園　

堂
下
友
紀（
中
名
田
保
育
園
）

▼
中
名
田
保
育
園　

内
角
あ
す
か
（
宮
川

保
育
園
）▼
加
斗
保
育
園　

政
中
真
由（
口

名
田
保
育
園
）
▼
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー

松
井
由
佳
（
雲
浜
保
育
園
）
▼
健
康
長
寿

課　

松
葉
美
紀
子
（
市
民
課
）
▼
同
課　

出
口
尚
子
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
）
▼

環
境
衛
生
課　

畑
中
三
枝
（
企
画
課
）
▼

同
課　

竹
浦
大
輔
（
税
務
課
）
▼
同
課
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

岡
寿
郎
（
税
務
課
）

▼
市
民
課　

森
達
郎
（
農
林
水
産
課
）
▼

同
課　

前
田
茂
宏
（
上
下
水
道
課
）
▼
同

課　

竹
内
桂
子
（
総
務
課
）

●
産
業
部
▼
商
工
観
光
課　

大
山
祐
子

（
社
会
福
祉
課
）
▼
同
課　

奥
村
直
己
（
農

林
水
産
課
）
▼
農
林
水
産
課　

大
谷
拓
也

（
税
務
課
）
▼
同
課　

的
場
貴
志
（
上
下

水
道
課
）
▼
同
課　

藤
田
正
徳
（
文
化
課
）

▼
都
市
整
備
課　

田
中
勝
雄
（
農
林
水
産

課
）
▼
同
課　

藤
田
卓
弥
（
福
井
県
派
遣
）

　市では、４月１日付けで人事異動を行いました。
　今回の人事異動では、まず、「行政のスリム化」を図るため、
職員数を削減。また、喫緊の行政課題に対応するため、課・
グループの統廃合を進めました。
　さらに、女性職員の管理職などへの登用を積極的に行うと
ともに、国からの受け入れや福井県への派遣などの人事交流
も引き続き行いました。

辞令交付式で宣誓する窪田栄利香さん

人
事
異
動
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幼
稚
園　

小
堂
友
里
花
▼
文
化
課　

橋
本

明
博

■
退
職

▼
塩
野
喜
一
郎
（
総
務
部
長
）
▼
江
見
敏

（
民
生
部
長
）
▼
木
橋
智
明
（
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
事
務
取
扱
）
▼
山
本
昌
成

（
上
下
水
道
課
主
幹
）
▼
増
田
吉
裕
（
税

務
課
主
幹
）
▼
橋
本
明
美
（
遠
敷
保
育
園

長
）
▼
宮
川
鶴
綱
（
企
画
課
課
長
補
佐
）

▼
平
井
敬
子
（
都
市
整
備
課
企
画
主
査
）

▼
林
久
美
子
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
企

画
主
査
）
▼
中
嶋
和
枝
（
雲
浜
小
学
校
業

務
指
導
員
）
▼
寺
井
千
寿
子
（
小
浜
第
二

中
学
校
業
務
指
導
員
）
▼
吉
田
和
子
（
西

津
小
学
校
用
務
調
理
員
）▼
田
中
初
美（
加

斗
小
学
校
用
務
調
理
員
）▼
藤
本
堅
一（
議

会
事
務
局
自
動
車
運
転
手
）
▼
西
村
芳
子

（
小
浜
中
学
校
用
務
調
理
員
）
▼
池
田
美

知
栄
（
口
名
田
小
学
校
用
務
調
理
員
）
▼

横
山
雅
子
（
遠
敷
小
学
校
用
務
調
理
員
）

▼
髙
田
紀
美
江
（
小
浜
小
学
校
用
務
調
理

員
）
▼
岡
田
一
枝
（
国
富
小
学
校
用
務
調

理
員
）
▼
原
田
節
枝
（
田
烏
小
学
校
用
務

調
理
員
）

▼
農
林
水
産
省
復
帰　

井
上
崇
（
政
策
幹

兼
農
林
水
産
課
長
事
務
取
扱
）
▼
経
済
産

業
省
復
帰　

井
上
満
夫
（
商
工
振
興
課
主

幹
）
▼
福
井
県
教
育
委
員
会
復
帰　

森
田

崇
（
教
育
総
務
課
主
幹
）
▼
同
復
帰　

山

名
聡
（
教
育
総
務
課
）

民
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
の
声
が
集

ま
っ
て
い
る
。
役
所
の
職
員
が
持
っ

て
い
る
情
報
や
人
脈
を
活
用
で
き
る

こ
と
を
非
常
に
期
待
し
て
い
る
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・

相
談
）
も
重
要
だ
が
、
明
治
大
学
の

斎
藤
孝
さ
ん
は
「
テ
ン
シ
ュ
カ
ク
（
天

守
閣
）」と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

『
テ
ン
』
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
高
く
あ
い

さ
つ
を
す
る
。『
シ
ュ
』
は
過
ち
を
修

正
す
る
。
上
司
、
友
人
な
ど
か
ら
こ

う
し
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
た
時
に
、

い
ち
早
く
修
正
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、『
カ
ク
』
は
確
認
。

こ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
も
最
後
に
も

う
一
度
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
わ
た
し
も
い
ろ
ん
な
失
敗
を
し

て
い
る
が
、
確
認
を
し
た
時
は
失
敗

が
な
い
。「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
と
「
テ

ン
シ
ュ
カ
ク
」、
こ
の
２
つ
を
頭
に
置

き
な
が
ら
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

　

仕
事
を
一
生
懸
命
し
、
そ
れ
を
達

成
し
た
と
き
、
必
ず
感
動
が
生
ま
れ

る
。『「
夢
、
無
限
大
」
感
動
お
ば
ま
』

に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
の
奮
起
を
心
か

ら
お
願
い
し
た
い
。

　

今
年
は
、
小
浜
市
に
と
っ
て
重
要

な
年
。
昨
年
は
市
制
60
周
年
。
今
年

は
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
る
。

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
が
２
年
後
に

開
通
す
る
が
、
小
浜
市
が
通
過
点
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
時
に
、

小
浜
市
を
い
か
に
魅
力
的
な
ま
ち
に

し
て
お
く
か
が
重
要
。
残
り
２
年
の

う
ち
に
輝
け
る
小
浜
市
を
作
っ
て
い

く
の
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
。

　

公
務
員
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。
大
阪
市
の
橋
下
市
長
は
非
常
に

厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
４

段
階
で
人
事
評
価
を
し
、
D
ラ
ン
ク

が
２
年
続
く
と
免
職
に
な
る
。
そ
う

い
っ
た
流
れ
が
あ
る
こ
と
を
頭
に
入

れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

小
浜
市
は
、
第
５
次
総
合
計
画
で

市
民
協
働
を
う
た
っ
て
い
る
。「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
」
も
よ

う
や
く
で
き
た
。
対
等
な
立
場
で
地

域
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。

　

職
員
を
各
地
域
に
派
遣
す
る
と
い

う
事
業
を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
市

「
テ
ン
シ
ュ
カ
ク
」
と
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」

▼
上
下
水
道
課　

上
村
基（
農
林
水
産
課
）

▼
同
課　

片
岡
稔
博
（
税
務
課
）
▼
同
課

小
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー　

大
西
博
司
（
市
民

課
）▼
会
計
課　
大
和
美
香（
社
会
福
祉
課
）

●
議
会
事
務
局
▼
議
会
事
務
局　

瀬
尾
光

博
（
市
民
協
働
課
）

●
監
査
委
員
事
務
局
▼
監
査
委
員
事
務
局

松
山
辰
紀
（
教
育
総
務
課
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課　

三
島
洋
娘
（
福
井
県
教
育
委
員
会
）
▼
同

課　
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JR小浜線利用促進助成

２つの助成が加わります

　近年、少子化などの影響で、乗車人員が減少傾向にある JR 小浜線。同線は、
嶺南６市町を結ぶ唯一の公共交通機関です。
　市では、JR 小浜線の利用を促進するため、現在実施している２つの利用促進
助成に加え、本年度から新たに２つの助成を追加しましたのでお知らせします。
　助成制度を活用し、JR 小浜線を利用しましょう。
             　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　企画課☎内線 345

補助内容 対象者 補助額 限度額など
団体利用者の助成

（８人以上の団体）　
市内在住者または
市内勤務者など 団体割引後の料金の 20％ 片道 400 円 / 人

無料駐車場の提供 定期乗車券購入者 駐車料金の 100％
往復乗車券購入者 駐車料金の 100％ 16 時間以内

　　
　　　回数乗車券の助成 市内在住者 回数乗車券の料金の 10％ 1,000 円 / つづり

　　　スタンプカード     
         キャンペーン
　　 （4 月 28 日より実施）

市内在住者または
市内勤務者

スタンプが 10 個たまると次のいずれ
かの券として使用できます
①濱の湯入浴券（１回分）
②濱の四季 500 円割引券
③道の駅「若狭おばま」500 円割引券

※スタンプカードは、小浜駅、東小浜駅、加斗駅、濱の湯、濱の四季、道の駅「若狭おばま」、その他公共施設に
　あります（スタンプは小浜駅、東小浜駅、加斗駅で普通乗車券を購入するごとに１個押印）

マナーを守って正しい乗車を !!

　　　 新

　　　 新

　電車に乗るときは、マナーを守り、「小浜線
の乗車客のマナーはすばらしい」と言われるよ
うな路線をめざしましょう。具体的には次のよ
うなことに注意しましょう。

●お年寄りや体の不自由な人には座席を譲りま
しょう（特に優先座席は気をつけましょう）。
●座席以外の所への座り込みはやめましょう。
●荷物は座席に置かないようにしましょう。
●切符は正しく買いましょう。

JR 小浜線を利用しましょう

◇ JR 小浜線利用促進助成一覧

市長訓示

❾ 広報おばま　平成 24. 5




